災害ボランティアシンポジウム開催要項
～災害時要援護者の支援について考える～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．目　的：　現在、近い将来必ず発生するといわれている宮城県沖地震に備え、様々な分野で色々な取り組みが行われています。その中で、災害弱者とも言われる災害時要援護者に対する取り組みはどのような形で行われ、実際の災害時には災害ボランティアの方々や地元住民の方々がどのような形で関わり、また、災害時要援護者は本当に必要な支援を受けていたのでしょうか。
　　　　　　　今回のシンポジウムでは、災害に向けた災害時要援護者に対する日常的な取り組みや、実際の被災地での災害ボランティアや地元住民との関わりを確認し、災害というキーワードから誰もが住みやすいまちづくりに対する意識効用につなげることを目的とします。
２．主　催：　社会福祉法人宮城県社会福祉協議会
３．共　催：　社会福祉法人大崎市社会福祉協議会
４．後　援：　宮城県、仙台市、全国社会福祉協議会、県内市町村社会福祉協議会、日本赤十字社宮城県支部、宮城県共同募金会、宮城県生活協同組合連合会、日本青年会議所東北地区宮城ブロック協議会、日本労働組合連合会宮城県連合会、東北福祉大学、宮城県民生委員児童委員協議会、日本技術士会東北支部、NPO法人みやぎ災害救援ボランティアセンター、NPO法人宮城レスキューバイクネットワーク、NPO法人宮城県ボランティア協会、NPO法人せんだい・みやぎNPOセンター、NPO法人杜の伝言板ゆるる、河北新報社、朝日新聞仙台総局、毎日新聞仙台支局、読売新聞東北総局、産経新聞東北総局、NHK仙台放送局、TBC東北放送、仙台放送、ミヤギテレビ、KHB東日本放送、Dateｆｍ
５．日　程：　平成１９年１２月　２日（日）　　１３：００開会　１６：００閉会
６．会　場：　大崎市　田尻文化センター
（大崎市田尻沼部字富岡１６６　　℡：０２２９－３９－０２１３）
　　　　　　　　　　　
７．内　容：　開会　　　あいさつ・オリエンテーション　　
基調報告（１３：１５～１４：００）
　　　　　　　　講師：①「被災地における災害ボランティア支援プロジェクト会議の取り組み」（仮題）
災害ボランティア活動支援プロジェクト会議　幹事　石井布紀子　氏
　　　　　　　　　　　②「中越沖地震の現状と支援活動報告」（仮題）
大崎市社会福祉協議会　岩出山支所　主事　鹿野　渉　氏
　　　　　　　シンポジウム（１４：１０～１５：５５）
　　　　　　　「災害時における要援護者支援を考える」（仮題）
　　　　　　　　～災害に向けた取り組み・災害時に本当に必要な支援とは～
コーディネーター：NPO法人みやぎ災害救援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ　　　　　副会長　　伊藤　信一　氏
　　　　　　　　　シンポジスト：（有）こらぼネット　　　　　　　　　　　　　代　表　　石井布紀子　氏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　民生委員児童委員協議会　　　　　　　　　　民生委員（依頼調整中）　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県社会福祉協議会
青森県ﾎボランティア・市民活動センター　　所　長　　鳴海　孝彦　氏
　　　　　　
10．定　員：４００名（先着順とし定員になり次第締め切りといたします）
11．参加費：無料

12．申し込み：下記様式で郵送またはFAXでお申し込み下さい。

〒980-0014　仙台市青葉区本町3－7－4　　FAX／022－217－9388

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話／022－222－0010

宮城県社会福祉協議会　みやぎボランティア総合センター（担当：北川・大和田）
（申込み様式）

	※ファックスの場合送信票なしでそのままお送りください。　　　　　　　　　FAX　０２２－２１７－９３８８
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　　　　　※定員を満たした場合のみ、事務局よりご連絡いたします。
（依頼中）








